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【年通号数】公開・登録公報2020-005
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【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  32/956    (2017.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/565    (2006.01)
   Ｃ０１Ｆ   7/34     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  17/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｃ   1/28     (2006.01)
   Ｃ０９Ｃ   3/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ   32/956    　　　　
   Ｃ０４Ｂ   35/565    　　　　
   Ｃ０１Ｆ    7/34     　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｄ   17/00     　　　　
   Ｃ０９Ｃ    1/28     　　　　
   Ｃ０９Ｃ    3/06     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年5月26日(2020.5.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　（ＳｉＣ粒子の平均一次粒子径に対する水酸化アルミニウム被覆ＳｉＣ粒子粉体の平均
二次粒子径の比率）
　水酸化アルミニウム被覆ＳｉＣ粒子粉体における、ＳｉＣ粒子（被覆前粒子）の平均一
次粒子径に対する、水酸化アルミニウム被覆ＳｉＣ粒子（被覆後粒子）粉体の平均二次粒
子径の比率（ＳｉＣ粒子の平均一次粒子径に対する平均二次粒子径の比率とも称する）は
、特に制限されないが、５０以下であることが好ましい。この範囲であると、水酸化アル
ミニウム被覆ＳｉＣ粒子粉体は、媒体に分散させた際に、各種用途として望まれる高い分
散性を有する分散体を得ることができる。同様の観点から、ＳｉＣ粒子の平均一次粒子径
に対する平均二次粒子径の比率は、２０以下であることが好ましく、１０以下であること
がさらに好ましく、９以下であることがよりさらに好ましく、７以下であることが特に好
ましい。また、ＳｉＣ粒子の平均一次粒子径に対する水酸化アルミニウム被覆ＳｉＣ粒子
粉体の平均二次粒子径の比率は、通常１超となる。水酸化アルミニウム被覆ＳｉＣ粒子は
、ＳｉＣ粒子の表面が水酸化アルミニウムを含む被覆層によって被覆されることで形成さ
れるからである。また、ＳｉＣ粒子の凝集性を考慮した生産効率の観点から、３以上であ
ることが好ましく、５以上であることがより好ましい。ここで、水酸化アルミニウム被覆
ＳｉＣ粒子粉体の平均二次粒子径は上述した方法で、ＳｉＣ粒子の平均一次粒子径は後述
する方法で、それぞれ求めることができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８２】
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【表３】
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